
政府は、福島第一原発事故に伴う「トリチウム等を含むＡＬＰＳ処理水」の海洋放出を決定しました。

海洋放出については、漁業関係者との「関係者の理解なしには如何なる処分も行わない」という約束を

反故にし、反対意見に対して十分な回答や説明がなされないままに、一方的に海洋放出の方針決定がさ

れました。 

ＡＬＰＳ処理水は、事故を起こした原子炉から発生する放射能汚染水であり、通常の原発から出るト

リチウム汚染水とは濃度も量も全く違います。国及び東京電力には２年後の海洋放出の強行をせず、処

分方針の再検討を強く求めます。 
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